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このお便りは、横浜市の「架け橋プログラム」の一環として発行しています。架け橋期の教育の充実の

ために、みなさんの取組に生かしてください。 
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横浜版接続期カリキュラム実践事例集（第９集）刊行！！ 

 

 

今と未来を生きる子どもにとって大切な力や、

その力を育むための工夫を、幼保小の教職員はも

とより、子どもに関わる大人がみんなで一緒に考

え、語り合えるよう、市内の小学校、保育・幼児

教育施設の取組を「実践事例集」にまとめました。 

＜配付（2月下旬）・購入について＞ 

(1)市内の保育・幼児教育施設・市立小学校・市立義務教

育学校・市立特別支援学校と、区こども家庭支援課・

図書館等の関係機関に配付します。 

(2)横浜市庁舎３階 市政刊行物・グッズ販売コーナーで

３月１日より販売￥500- 

「架け橋ページ」では、「『立場の

違いを超えた連携・協働』とはどの

ようなものか？」に答える取組を４

地区の実践を通して紹介します。 

第 8 集と同じコ

ンパクトな A5 サ

イズです。今回の

事例集は、「架け橋

ページ」と「実践事

例ページ」の二本

立てになっていま

す。 

「実践事例ページ」では、１歳児

から小学校２学年までの計 14実践

を紹介しています。遊びの中の「学

び」を、子どもの姿を中心に伝えて

います。 

こんな活用はいかがでしょう？ 

 「学ぶ」は「真似る」から、

といいますね。面白そうだなと

思った実践を自分の園や学校で

できる形にアレンジして取り組

んでみるのはどうでしょう。目

の前の子どもが違えば新たな発

見もあるはずです。 

こんな活用はいかがでしょう？ 

 幼保小交流を「園児を招いて

一緒に遊ぶ」「園児に小学校体

験をさせてあげる」からもう一

歩進めるために、「これならう

ちでもできるかな」をブロック

の園長校長会や担当者会で話題

にするのはどうでしょう。 

こんな活用はいかがでしょう？ 

 生き生きした子どもの姿が写真

でたくさん紹介されています。１

枚取り上げて、そこから子どもの

どんな育ちや学びが見取れるか、

自由に話し合ってみましょう。メ

ンター研等、経験の浅い保育士・

教諭におすすめです。 
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